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大連への珍道中 

 

今泉陽一 

 

「Ⅰ」 日本（成田）から大連へ 

 

「Ⅱ」 大連賓館から市内（アカシア通り・星海公園）へ、さらに晩餐へ 

 

「Ⅲ」 旅順観光 

「Ⅲ－１」大連から旅順へ 

 １：203 高地 

 ２：旧粛親王旧址⇒旅順ヤマトホテル⇒旅順赤十字病院⇒？？？⇒水師営会見所 

 ３：東鶏冠山北堡塁 

 ４：旅順刑務所（旅順監獄旧址） 

 ５：旅順裁判所（関東法院旧址）⇒白玉山塔⇒バスターミナル 

 ６：旅順から大連へ（海産物燻製のお土産）⇒きのこスープの晩餐⇒ホテルへチェックイン 

 

「Ⅲ－２」 大連市内観光（旧満鉄本社、児童公園（明澤池）、南山日本人街、労働公園、老虎

灘） 

 ７：旧満鉄本社⇒児童公園（明澤池） 

 ８：南山日本人街⇒労働公園 

 ９：ランチを食べてから老虎灘へ 

１０：老虎灘公園から市内（大地春餅店）へ 

１１：夜の中山広場からホテルへ 
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「Ⅰ」 日本（成田）から大連へ 

  昨年（2015 年）7 月にロシアへ連れて行ってくれた M 君から大連に行きましょうとメールが届い

た。5 月 28 日(土)～31 日(火)の 3 泊 4 日ということ で、仕事も何とかなりそうだったので妻と二人

参加することにした。ただ今回は、ロシア旅行には参加した女性 2 名が不参加となり、S 氏は別ル

ートからの合流 ということで、成田出発は 3 名になった。 

 今回も、とにかくコストを最小限にという M 君の取り計らいで、ツアーでなく、ガイドもなしという道

中である。3 人とも中国語の会話は無理で、漢字は何とか読めると楽観的ながら、中国語が話せ

る S 氏と合流するまでどうなることやら。 

 

 飛行機は成田 10：10 発 ANA NH903 便、9：00 集合だが遅れると大変なので、8：30 着京成スカイ

ライナーを利用する。8：45M 君と合流、当座使う中国元を GPA で両替。 

空港ではレートが良くないので各々400 元（＠18.37 円）のみとした。 

  次は発券手続、あらかじめネットで予約してもらっていたので、カウンターでパスポートを提示す

るだけで済んでしまう。荷物は、今回も機内荷物だけなので、 そのまま荷物検査と身体検査に進

む。すんなりいくと思っていたところ、事件発生。僕のキャリーバッグがひっかかり、中を見せろと

言われたのだ。一枚の紙を 見せられ、このようなものが入っていないかと問い質される。ナイフの

写真があり、はっと思いつく。先日秩父の札所巡りに持って行ったリュックサックの中 に、ナイフ

（スイス製ヴィクトリノックス・5 千円相当）が入れっぱなしだった。係員から、ANA に了解をもらって

と言われたが、時間もないので未練たらた らであったが没収されざるを得なかった。 

 

 そんなこんなで、いよいよ搭乗。席は近くだが、チェックインが遅かったせいか隣席ではなかった。

僕は窓側で、外の景色が見える席だ。10：15 に動き

だし、10：20 take off。 

フライトは、約 3時間なのだが、時差が 1時間あり現

地時間で 12 時過ぎに到着予定。 

ここからは現地時間に時計を合わせ、10：30 ころラ

ンチが供される。「昔ながらの鮭弁当風」と書いてあ

り、サラダ、煮物、焼売、薄っぺらい焼いた鮭がおか

ずで、デザートと乾きものがついている。そのあとコ

ーヒーが配られる。 

 

  それからは音楽を聴きながら、外の景色を眺めると、海と雲がきれいに見え、ときどきどこかわ

からないが島が見える。そのうち着陸体勢に入るとのアナウンス があると同時に大きな陸地が見

え始め、工場やマンション群が所狭しと建っているのにびっくり。一度もトイレに立たずに着いてし
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まう近さは快適だ。無事、予定通り、12：15 に大連周水子空港に到着した。通関等は全く問題なく、

通過し、そこから地下鉄で街中へ向かうことになる。 

 

  一旦、空港の建物を出て地下鉄の駅へ、机場（飛行場という意味らしい）という駅に入るが、切

符売場に入場するのに荷物のチェックがあり、無事通過。切符 は、タッチパネルの自動販売機で

購入するのだ。①○号線、②降車駅、③料金表示（4 元）が出るので紙幣挿入、④確認ボタンを押

す、⑤立派な切符がお釣りと ともに出てくる。これを自動改札に挿入して中に入ることができる。 

地下鉄は、まだ新しく、日本の新しい地下鉄のように安全ドアー付で、本数もあまり多くなく、10 分

置きくらいの感じ。やっと乗り込んだが、始発駅に近かったせいか、中はガラガラ、真っ白できれい、

座席はクッションもなく硬いので、長く座っているとお尻が痛くなりそう。 

                

 

           

 

アナウンスは、中国語と英語で案内がある。中心地が近くなると、だんだん混みはじめ、座席は

満席になってきた。約 35 分で目的地の中山広場駅に到着したので、降車し自動改札から出て地

上へ。切符は記念に持ってきたかったが、回収されてしまう仕組みなのだ。 

  地上へ出るとそこは中山広場のほぼ真ん中辺りで、今日宿泊する大連賓館（旧ヤマトホテル）

を探してキョロキョロしていると、若い女性が近づいてきて、日本 語混じりの中国語で話しかけて

きた。何かの客引きかと警戒しながら対応したが、彼氏も近くにいて、大連賓館の場所を聞いたり、

一緒に写真を撮ったりした。 中国人の若者も、割とフレンドリーなのだ。 

 そこか ら道路を渡って、ホテルに到着。チェックインの手続きをとるのだが、フロントは不愛想、

ただ少し日本語が通じるので大助かり。何故かデポジットを要求され、1万円も預けさせられたが、
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無事に部屋に入ることができた。この大連賓館は、1914 年（大正 3 年）に満鉄経営のヤマトホテル

として建てられた建物を そのまま使っており、ルネッサンス式の外観やロビーの装飾、重厚な階

段や廊下などは昔のままだという。 

          
 

 

「Ⅱ」 大連賓館から市内（アカシア通り・星海公園）へ、さらに晩餐へ 

  14 時過ぎ、ホテルに荷物を置き、身軽になってすぐに出発。ホテルの前の道路は横断歩道が

あるのか分かりにくいし、車の交通量も多いし、歩行者が渡り始め ても車は止まってくれない。ち

ょっとモタモタしているとクラクションを鳴らされる。日本と違い、歩行者優先ではないのだ。道路横

断恐怖症になりそう。なん とか再度地下鉄で中山広場から 6 つ目の西安路まで 2 元（約 35 円）で

行ける。ここも切符売場へ入るのにいちいち荷物チェックがある。 

  地上に出て、地図を頼りに中山公園の横を通りながら槐花大通（アカシア通り）に向かうが、道

路を横断するたびに冷や冷やしながらなんとか到着。

だが、槐花 大通（アカシア通り）では案の定、地球

温暖化のせいか、アカシアはほとんど咲終わり、一

部残っていただけと残念であった。ここのアカシアは、

ほとんどニセ アカシアと呼ばれるもので、本物のア

カシアではないそうだ。僕が「ニセ」というたびに、M

君は「花のせいではなく、そんな名前をつけたやつ

はけしからん」 と憤慨する。 
 
ここから有軌鉄道2号線で星海公園へ向かう予定

であったが、バス便があることが分かり、バス停を

探し、やっと見つかったが、その時中国では車は右

側通行で あることが分かり、そのバス停では反対

方向へ行ってしまう。道路の反対側には、バス停が

見当たらないし・・・と、うろうろしていると、また助け

舟が現れ た。バス停にいた若い女性が、身振り手
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振りでバス停を教えてくれたのだ。 

結構離れていて、やっとバス停にたどり着くとしばらくしてバス（2 階建ての）が到着。土曜日の

せいなのか、超満員。なんとか押し込まれながら乗車。（1 元） 15：30 公園に到着。 

 

現在は入場無料になっているらしいので、そのまま入場。まずトイレで用を足す。トイレの洗面

所には、「禁止洗脚 沐浴」とういう表示板があったが、こういうことをする人がこちらではいるのか

な。 

女性のトイレは、鍵がかからない状態とのことで

あった。（我慢したらしい） 公園内は、若者や家族

連れで溢れている。少し離れたところには、遊園地

もあるよ うだし、海上ではバンジージャンプもできる

ようだ。浜辺は、砂地ではなく小さな石で、余り遠浅

ではなさそう。清岡卓行の「アカシヤの大連」になら

って、孫 へのお土産用にきれいな小石をいくつか

拾う。 

 

8：00～18：30 に S 氏と大連賓館で待ち合わせをしているので、16：30 公園を出て、有軌鉄道を

待つがなかなか来ない。16：45 にやっと来た が、超満員。次がいつ来るのか分からないし、何と

か押し合いながら乗車。駅に着くたびに、若い女性の車掌も、「もう乗れないよ。」（あくまでも想像

ですが）と叫んでいるだけで、料金（1 元）を取ろうともしない。 

終点まで行き、今度は 1 号線に乗り換え大連火車駅へ。 

この 1 号線は、昔の都電みたいな車両で、まるで骨董品が走っているよう。ここから、サク

ランボを売っている行商の人たちを横目に、サッカーボールのような大きなオブジェがあ

る友好広場を抜けて、18 時中山広場の大連賓館に到着。無事 S 氏と合流できた。 

           

 

お腹もだいぶ減っていたので、M 君が調べておいてくれた餃子の美味しい店として有名な「大清

花餃子店」に徒歩で向かう。（M 君は 3 キロ以内なら 10 元だからタクシーで行きたいと言ったが却

下。）お店は、きれいで広い。メニューを見ながら注文。餃子も「焼き」「蒸し」「水」があり、どれを注
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文するか迷ったが、各種慣れている「焼き」と「蒸し」を注 文。とにかくのどが渇いていたので、ビー

ルを注文。大連のビールは、すっきりしていて飲みやすい感じ。お腹が減っていたので、餃子をす

ぐに平らげ、メ ニューにある前菜各種を注文、さらに餃子を追加注文した。 

ところが最初に注文したのが全部届いていなかったみたいで、テーブルに餃子が溢れ

てしまった。当然食べきれないので、パックをもらい持ち帰ることにしたが、とにかくお腹い

っぱいで気分よく店を後にした。勘定は、270 元（一人当たり約 1,200 円）と非常に安かっ

た。 

店を出て、また徒歩でホテルに戻る。中山広場は、ライトアップされ、きれいだし、若者

たちがたくさんたむろしていた。 

ホテルはさすがに歴史的建造物だけあり、趣がある。ただ、いかんせん古いので、冷蔵

庫が冷えないし、バスルームのお湯もなかなか出ないということもあったが、1 泊はしてみ

る価値はありそう。 

           

 

 

「Ⅲ」 旅順観光 

「Ⅲ－１」大連から旅順へ 

  2日目（5月 29日（日））は大連から旅順への観光だ。大連賓館は、朝食付きなので、１階のレス

トランに７時に行く。いろいろな歴史的な有名人がここで食 事をしたという雰囲気があるレストラン

で、なんとなく圧倒されそうだが、出てきた朝食は中国の典型的なおかゆと蒸しパンにおかずがつ

いているものだ。あま り美味しいとは感じなかったが、やはり三ツ星で宿泊料金が朝食付き２名

で 330 元（6 千円弱）と超安いので仕方がないよね。 
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ホテルニッコー大連に宿泊している S 氏と 8 時待ち合わせ。我々も、今日から 2 泊、このホテル

に泊まるので、早めに大連賓館をチェックアウトして向かう予定 であったが、フロントで手間取り、

結局 8：10 出発となった。またまた、道路の横断に冷や冷やしながら、ホテルニッコー大連で、S 氏

と合流。まだチェック インはできないので、荷物を預かってもらう。 

今日は、あの日露戦争で有名な旅順を観光することになっている。ホテルの中にあるローソン

で飲料を購入し、旅順行のバスが出る大連北駅に徒

歩で向かう。今日 も、天気は雲一つない快晴で朝か

ら暑いくらい。勝利橋（旧日本橋）を渡り、旧ロシア街を

右に見ながら、大きな広場に到着。バスはどこから出

るのか、チケッ トはどこで買うのかを歩きながら、何と

か見つけて、チケット購入。（7 元） 9 時に出発、余裕

で座れる。バスの中には「行車中、禁止站立、后果自

負」（走行中立ってはいけません。何かあっても自己責

任ですよ。ということ）の貼り紙がある。そういうケースがあるということなのでしょうね。中山通りを、

昨日の星海公園の横を通り過ぎると、道の両側にアカシア（ニセアカシア）の花がたくさん、きれい

に咲いている。約1時間半で旅順バスターミナルに到着。バスを降りると、すぐにタクシーの客引き

が押し掛けてくる。 

今日は、各所を回るのでタクシー利用が必須なのだ。ここからの料金交渉は M 君の出番。元気

のよいピンクのジャンパーを着た女性（おばちゃん）が、M 君に 迫っている。あとで聞いてみると、

最初は 4人で 800元を提示され、高すぎると断ると 400元にダンピング。それでも高いと断り、4時

間 250 元でと交渉 するといやいや了解したそうだ。すごい交渉力だが、その女性もあきらめずに

必死で食らいついてくるエネルギーは相当なものだと思うよ。商談成立し、タクシーに乗り込むとな

んとさっきの女性が運転手なのだ。 

 

１：203 高地 

  いよいよ出発。（10：35）  M 君が事前に調べておいたルートのメモを手渡すも、無視され自分

のペースで、まず 203 高地に向かう。約 10 分走って、 203 高地の入口に着く。そこで、一人 30 元

と車の駐車料金 10 元を払いさらに上に向かうと広場があり、タクシーはそこまで。 

 203 高地までは、さらに急坂を 10 分ほど登らなければならない。そこまで別の車で案内できると

誘われるが別途お金がかかるので断る。 

（料金は聞きそびれた）本当に結構な急坂で、やっと写真で見た「爾霊山」と書かれた弾丸型の記

念碑が現れる。203 高地の攻防戦で散乱した砲弾などを集め、戦死者を弔っている碑で、「爾霊山」

は 203 をもじっているとのこと。 
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 この 203高地は、標高 203ｍで日露戦争（1904～1905年）における最大の激戦地、ロシアの一大

軍事拠点である旅順港を攻め落とすため、1904 年 11 月 27 日から乃木希典将軍率いる陸軍が攻

撃を開始、多数の死傷者を出しながら 12 月 5 日に占領したという。 

 ここから 28 ｾﾝﾁ榴弾砲（射程７ｷﾛ）で、旅順港の艦隊を撃滅したのだ。ここの砲台（本物ではない

らしい）からは、霞んでいたため旅順港は見えなかった。頂上の下にロシア軍の塹壕の跡があっ

たが、日本軍はよくこんなに険しい山を攻撃したものだとびっくりである。  

           

 

２：旧粛親王旧址⇒旅順ヤマトホテル⇒旅順赤十字病院⇒？？？⇒水師営会見所 

 タクシーのある広場へ急坂を下り出発。（11：45） 

しばらくすると急に停車。何かと思ったら、旧粛親王

旧址で、きれいに復元されていた。粛親王の第 14

王女であった川島芳子が幼少期を過ごしたところと

のこと。 

 そこからまたしばらく行って、古い建物の横で停車。

この建物は、老朽化して立入禁止だが、旅順ヤマト

ホテル（旅順大和旅館旧址）なのである。川島芳子

がモンゴル王子と結婚式を挙げたホテルとのこと。ここにも「危険小心 后果自負」の張り紙があ

る。 

 次に行ったのは、旅順赤十字病院。大きな病院で、白い壁に赤の文様が美しく古さを感じさせな

い。現在は、人民軍の施設ということで中には入れない。 

 次に、タクシーに案内されたのは、元乃木将軍の家といわれる所とのこと。前の広場にたくさん

の旗がはためき、入るとなんとなく怪しげで、入場料も高そうだったので、かなり強引に誘われた

が逃げることができた。きちんとした服装の男女に迎えられたのだが、よく分からない。 

  そこから向かったのは、水師営会見所。途中、タクシーの女性運転手が、お昼用に揚げパンみ

たいなものを買っていたが、おいしそう。我々も買ってもらえば良 かった。ここは 203 高地の陥落

を受け、ロシア側から降伏の申し入れがあり、1905 年 1 月 5 日に乃木大将とステッセル旅順総司

令官が会見した場所だそう だが、本当の場所はここではなく建物も陳列品も複製それに見学料
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が 40 元もする。S 氏が代表して見学に行くが、お金を払ってまで見る価値はなさそうとのことなの

で、他の 3 人はパス。 

           
 

２：旧粛親王旧址⇒旅順ヤマトホテル⇒旅順赤十字病院⇒？？？⇒水師営会見所 

タクシーのある広場へ急坂を下り出発。（11：45） しばらくすると急に停車。何かと思ったら、旧

粛親王旧址で、きれいに復元されていた。粛親王の第 14 王女であった川島芳子が幼少期を過ご

したところとのこと。 

そこからまたしばらく行って、古い建物の横で停車。この建物は、老朽化して立入禁止だが、旅

順ヤマトホテル（旅順大和旅館旧址）なのである。川島芳子がモンゴル王子と結婚式を挙げたホテ

ルとのこと。ここにも「危険小心 后果自負」の張り紙がある。 

次に行ったのは、旅順赤十字病院。大きな病院で、白い壁に赤の文様が美しく古さを感じさせな

い。現在は、人民軍の施設ということで中には入れない。 

次に、タクシーに案内されたのは、元乃木将軍の家といわれる所とのこと。前の広場にたくさん

の旗がはためき、入るとなんとなく怪しげで、入場料も高そうだったので、かなり強引に誘われた

が逃げることができた。きちんとした服装の男女に迎えられたのだが、よく分からない。 

そこから向かったのは、水師営会見所。途中、タクシーの女性運転手が、お昼用に揚げパンみ

たいなものを買っていたが、おいしそう。我々も買ってもらえば良 かった。ここは 203 高地の陥落

を受け、ロシア側から降伏の申し入れがあり、1905 年 1 月 5 日に乃木大将とステッセル旅順総司

令官が会見した場所だそう だが、本当の場所はここではなく建物も陳列品も複製それに見学料

が 40 元もする。S 氏が代表して見学に行くが、お金を払ってまで見る価値はなさそうとのことなの

で、他の 3 人はパス。 
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４：旅順刑務所（旅順監獄旧址） 

  14 時を過ぎて、約束の 4 時間を超えそうだったが、

先を急ぎ、次に向かったのは、「旅順刑務所」（旅順監

獄旧址）、外の看板には「日本帝国主義的侵略和西 

大門刑務所」の表示もある。入場は無料だが、荷物検

査もあり、飲料の持ち込み不可。順路に従い、中に入

ると囚人服がたくさんぶら下がっている。 

何となく生々しいが、若い女性の監視員が、見学者

には飲料持ち込み不可なのに人前で平気でアイスキ

ャンディーをなめているのと対照的だね。ここは 1902年にロシアが建設、その後日本が引き継ぐ。

主に満州・朝鮮内の反日分子を逮捕・拘束し収監した。  

約 2 万人が拘束され拷問等で約 700 人が殺害されたという。伊藤博文をハルビン駅で暗殺した

安重根もここで処刑された。 

（独房も公開されている） 牢獄、拷問部屋、さらに処刑室まで観ることができる。処刑室は、絞

首刑されたあと収容される棺桶（タテ型の樽）の展示もあり、目を 背けたくなるほど生々しい。広く、

展示物も多いのでかなり時間を費やしてしまって、タクシーに戻ると、15 時を回っている。案の定タ

クシーの女性運転手 は、約束の時間を過ぎているので、料金を上乗せして欲しいという。上乗せ

を約束し、案内を続行してもらう。 

           

 

５：旅順裁判所（関東法院旧址）⇒白玉山塔⇒バスターミナル 

 次に向かったのが、「旅順裁判所」（関東法院旧址）で、あの安重根が死刑判決を受けたところ。

内部見学は、有料なのと時間もないので、そのまま「白玉山」に向かってもらう。 

入 口で一人 35 元、駐車料 10 元を支払い入場。ここは、市街地と旅順港の見晴しが抜群の標高

130ｍの小高い山。海側には日露戦争で日本軍が閉塞作戦を考え た湾（虎の尻尾）や軍港、それ

以外はマンション群が林立した市街地が見渡せる。山頂には、白玉山塔が建てられている。ここ

は、乃木・東郷両大将の提案で建 てられ、ここには、かの戦争で戦死した約 2 万五千人の遺骨が

納められているそうだ。 
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高さが 66.8ｍのその塔には、10元を支払い昇ることができる。M 君を除く 3人が挑戦、らせん階

段でさらに最後はかなり急な梯子段を昇ることになる。（数えたら 273 段もあった）で も、上からの

景色は、さらに絶景で、労力を使って昇った甲斐があった。また、同じ階段を下って M 君と合流し、

タクシーに戻る。これが最後で、バスターミナ ルに戻ってもらい、約束した 250 元+上乗せ分 100

元、合計 350元を支払う。6時間弱、一人日本円で 1,500円位と信じられないくらい安く済んだ。 バ

スターミナルでは、仲間の運転手も加わり記念撮影もした。M 君ありがとう。ピンクの女性（おばち

ゃん）運転手さんありがとう。 

           

 

６：旅順から大連へ（海産物燻製のお土産）⇒きのこスープの晩餐⇒ホテルへチェックイン 

16：10 旅順バスターミナルから直行南便（7 元）で大連に向かう。座れたが、バスの中が暑いの

と運転が乱暴（クラクションを鳴らし続ける）で、疲れていたけどよく眠ることができなかった。 

17：30 朝出発した大連北駅に到着。そばにある市場で、海産物の燻製を試食しながら覗いてい

たが、きれいな店があり、そこでイカ（3元）、タコ（6 元）、アワビ（7元）計16元で各々１斤（約500ｇ）

をお土産用に購入。身振りで値引きを交渉したがだめで、増量で補ってくれた。 

           

18 時になったので、そのままタクシーで目星をつけていたきのこスープが美味しいと評判の店

「何鮮菇」に案内してもらう。（10 元） さすがに強行軍での ども乾いていたので着くや否やビール

で喉を潤す。評判のきのこスープを注文。スープ鍋にエビや牡蠣などの魚介類や野菜、豆腐など

を入れ、食べたがこれが絶 品。あっという間に平らげお腹いっぱいになったが、ジュースが飲み

放題、デザートのフルーツも食べ放題ということなのだ。それで、今年初めてのスイカをい ただい

たが、これもまた美味しかったですよ。これでお代は 400 元にも満たない金額。一人当たり 1,500

円くらいだ。十分満足して、19：30 店を出、ホテルニッコー大連に徒歩で帰り、朝預けた荷物を引き
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取り、チェックイン手続き。ホテルは、さすがに五つ星だけあってきれいで設備も整っており、日本

語のテレビ（NHK）も見ることができた。 

部屋も 15 階で窓からの夜景も素晴らしい。 

 

 

「Ⅲ－２」 大連市内観光（旧満鉄本社、児童公園（明澤池）、南山日本人街、労働公園、老虎灘） 

７：旧満鉄本社⇒児童公園（明澤池） 

 今日は 5月 30日（月）3日目です。8：30ホテルロビーに集合し、朝食はどこかでという

ことで出発。 

 中山広場から、魯迅路を約 3分ほどで「旧満鉄本社」（南満州鉄道株式会社旧址）がある。

今では、古くて一部崩壊している箇所もあるが、さすがに鉄道だけでなく炭鉱、製鉄所、商

社、学校、シンクタンク、ホテル、観光等を展開した国策会社だけあり堂々としたものだ。 

 そこから旧鏡池がある児童公園（明澤池）に向かう。 

 道路わきの歩道は結構広いが、駐車スペースと化しており、歩く場所も狭く危ない。この

街では歩行者優先なんてとんでもなく、完全に車優先社会、ちょっともたもた歩いていると

クラクションを鳴らされてしまうのだ。そんな道路を南に歩くと 9：15児童公園（明澤池）

に到着。 

        
 公園入口の道路の反対側では道端の何か所かで散髪してもらっているのが見られる。丸い

椅子に座り、散髪してもらっているが、そばには順番待ちの人がやはり丸い椅子に座ってい

る。何とものどかで微笑ましい。 

 公園からの池の景色は手入れも行き届いていて鏡池と呼ばれただけあって美しい。 
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 ただ、公園内は、平日なのに、たくさんの大人たちがベンチに座り込んでいたり、ストレ

ッチをしていたり、また集団で太極拳みたいな体操をしている集団もいる。 

 子供たちも、日本の公園と同じような遊具で遊んでいる。 

 

８：南山日本人街⇒労働公園 

 公園南口の周辺一帯は、南山日本人街で、満鉄の幹部社員が居住していた高級住宅地。新

しく建て直された邸宅に混じって、古い当時のままと思われる建物がある。今でも、高級住

宅地だけあり、家のガードもセンサーが使われていたり、さらに五つ星の幼稚園まである。

この周辺の歩道には、あまり駐車している車は見かけないと思っていたところ、急に白バイ

が現れ、警官が歩道に駐車していた車に駐車違反と思われる紙をフロントガラスに貼ってい

た現場に出くわした。たまにはこのようなこともあるのだ。 

        
 それらを見ながら、西に向かうとそこは労働公園だ。（10：20） 

 この労働公園は、大連市の中心部に位置する市内最大の公園で、池や庭園が配置されてい

るほか遊園地などの娯楽施設もある。1899年、帝政ロシア租借時代に竣工。 

その後、いくつか名称を変更したのち中華人民共和国成立後、現在の呼び名になったという。

日本からも多くの草木が寄贈されているそうだ。 

 東門から入場。（無料） 小さな池があり、その周りの木陰で大人たちがたむろしている。 

 何をやっているのかと覗いてみると、マージャンをやったり、トランプや花札をやったり

している。 

平日の午前中から普通の大人たち（老人に混じって若者も）いるのだが優雅なものだ。  
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 他に、身長ほどもある大きな筆で、路面に字を黙々と書いている人がいるが、これがまた

達筆。胡弓に合わせて朗々と（？）詩吟みたいなものを詠じている老人グループもいる。 

 結局朝食を食べ損ねてしまったので、日本式庭園の東屋で持参したポテトチップスとチョ

コレートでごまかす。 

しばし休憩の後、公園の南側を望むと大きなサッカーボールのモニュメント（サッカー都

市大連のシンボルだそうだ）、その向こうの山の上にテレビ塔が見える。 テレビ塔からの

大連市内の眺望がすばらしいとの情報もあったので、そちらに向かうことにする。往きはス

キー場によくあるダブルリフト、帰りはスライダー （往復料金：60元）を利用。 

        
 リフトはゆっくりで約 10分で頂上へ、そのままテレビ塔へ向かうが何か変だぞ。  

 人の気配が感じられないのだ。建物に近づくと貼り紙があり、「尊敬的游客 大連観光塔 

因内部没略改造、以即日起暫停営業。給?観光帯来諸多不便 敬清涼解！」とあった。 

 要は、営業していません、ごめんなさいというこ

とのようだ。しかたなくここから大連市内を眺める

が、スモッグのせいか霞んでいる。それでもこの街

の大きさが一望できる。 

 下りは一人乗りのスライダー。レバーを手前に引

くとブレーキがかかる仕組みで、おそるおそる発進。

特に妻は、こわごわスピードを制御しながらなんと

か下に着くことができた。危うく追突しそうで・・・。 

 

９：ランチを食べてから老虎灘へ 

 12時を過ぎていたので、北門から食事ができるところを捜すつもりで向かうと出口付近に、

大きな看板があり、≪培育和践行社会主義 核心倫理観≫「富強 民主 文明 和偕 自由 

平等 公正 法治 愛国 敬業 誠信 友善」と書かれているが何とも微妙な感じ。 

 マクドナルド（麦等蒡）かケンタッキー（肯徳基）があると地図にあるので捜すがなかな

か見つからなかったところ、偶然おいしそうなベーカリーに出くわす。 

  「Tasty」(精点味道)という店で、日本のベーカリーと同じようにプレートに好きなパン

を選び、レジで精算する。美味しいパンであったし、我々夫婦で コーヒーも含め 74元とま
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あリーズナブルな価格である。その店のある青三街でタクシーを拾い、老虎灘へ向かう。

（13：20） 

 

 

13：35 老虎灘の 6頭の虎のモニュメントに到着。タクシー代は 18元。（通常初乗り運賃

は 3キロまで 10元と非常に安いのだ。）虎が本当に 6頭いるのかを確認するため、ぐるり

と回ったところ、なんとアカシアの花の白い房がぶら下がって綺麗に咲いているではないか。 

        
 そこから美しいとガイドブックにある海岸に出ようと思ったが、整備工事中のため出られ

ない。しかたなく海浜公園に入場しようと入場口へ向かうことにした。でも、その窓口に表

示してある料金を見てびっくり。 

というのは、一人 220元もするのだ。入場をあきらめようと思いながら、再度表示を見直

すと、70歳以上は入場無料と書いてあるように読める。65歳以上 70歳未満は、半額の 110

元みたいだ。4人の内、妻だけが 70歳未満、「自分だけ何故？どこかで待っていたい。」と

言いながらもしぶしぶ料金を支払う。 

 ロープウェイに乗るにはさらに 60元必要なのだ。そんな経緯があったがとにかく入場し

鳥獣園をうろうろと見物していると、鳥（オウム）のショーが始まるらしい。  

 S氏が見たいというので、3人は先にロープウェイに乗ることにするのだが、これがまた

一苦労で乗るところまで高い階段を登らなければならない。何とかたどり着き、ロープウェ
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イに乗り込むがあっという間に娯楽施設側に着いてしまう。特にサプライズもなく、これで

60元は高いよ。 

 われわれ 3人は、アシカとセイウチのショーを見ることにし、そこの会場で S氏と合流す

る予定だ。ショーは、日本の鴨川シーワールド等で見慣れているせいか小規模でレベルも低

いので物足りないが、中国人の観衆には結構受けていたようだ。ショーの途中で S氏とも合

流できた。 

        

 

１０：老虎灘公園から市内（大地春餅店）へ 

 ショーが終わったのが 15：30。16：00に公園入口からタクシーで市内に戻る。S氏が明日

瀋陽に向かうため新幹線の切符を購入しに大連駅に寄りたいとのことなので、大連駅経由で

西安路にある今日の晩餐会の店「大地春餅店」に向かった。（タクシー代：36元）  

  中国語が話せる S氏がいないと注文するとき苦労するので、マイカルに入りウィンドシ

ョッピングをしながら約 30分時間をつぶし、17：30に店に入る。や はり危惧した通り、若

い店員もほとんど言葉が通じないため、メニューと手振りで何とか注文。通じたのは「ビー

ル」だけだった。この店では、「大地春餅店」 という名前の通りクレープのような小麦粉

で作った薄皮に注文した料理の具を巻きつけて食べるのだとガイドブックには書いてある。

先に食べ始めていると間も なく S氏も到着したので、安心して追加注文をしたが、あまり

しつこい味ではなく、期待以上の美味しさであった。 

 これで一人日本円で約 800円、超安いよね。店からは、地下鉄の「西安路」の駅が近いの

で、そこから中山広場駅に向かう。19：00 

 

１１：夜の中山広場からホテルへ 

  地下鉄を降りて中山広場に出ると、広場の中央で妙な光景に出くわした。多くの老若男

女がユニフォームを着て、体操をしながら何周もぐるぐる回っているの だ。一体何かなと

思いながら、ホテルに向かうと、また途中の商店街でも違う団体が、ダンスか体操みたいな

ものをやっている。 

 宗教団体なのか、ただの健康体操なのか？ご存知の方がいらっしゃったら教えて欲しい。

明日、瀋陽へ向かう S氏とはこれでお別れになるので、明日からは中国語が怖くなる。 
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「Ⅳ」 ロシア風情街から帰国へ 

早いもので、最終日になってしまった。 

  7：20ロビーでチェックアウトし、荷物を預ける。7：30ホテルを出発し、勝利橋（旧日

本橋）を渡り「ロシア風情街」へ。この大連の北側に位置する帝政 ロシア時代の行政区跡

地は、多くのロシア人が居住したことからそのように呼ばれているそうだ。（露西亜町旧址） 

最初の建物が、大連芸術展示館（旧東清鉄 道汽船会社）、もともとは 1900年に建設された

ものだが、戦後取り壊されその後復元されたものとのこと。 

  朝が早いせいかまだ人がまばらだが、ロシア

のマトリョーシカなどのお土産を売っている店

が並んでいる。でもお店の人は、ロシア人ではな

くほとんど中国人の ようだ。ずっと奥に進むと

大きな建物が建っている。この建物は、1900年頃

東清鉄道汽船会社により建設された旧ヤマトホ

テル別館（初代大連市役所⇒満鉄 本社⇒ヤマト

ホテル別館）で、夏目漱石も泊ったことがあるそ

うだ。以前は、満州資源館として見学もできたらしいが、現在は朽ち果て、窓も封鎖され、

立入禁 止となっている。 

 8：30にここから大連北駅の市場にお土産の残りを買うため向かう。ドライフルーツを買

うために市場に入ったが、売っているのはサクランボばかり。 

 ぐるぐる回ってやっと探し出しブドウ、キウイ、マンゴーを買い求める。（95元）その後、

M君がサクランボを買ってくれたので、朝食代わりに大連北駅広場で食すことになった。 

  10時前にホテルの戻り、荷物を受け取り、中山広場駅より地下鉄で大連周水子空港があ

る机場駅に向かう。11：30頃到着、出国手続は簡単に済んだが、飛 行機への荷物・身体検

査は厳重で、特に身体検査は靴を脱いで台に上がり、若い女性の検査官からかなりきわどい

ところまで探られたのにはびっくりした。でも 今回は、無事通過できたので、ほっとした。 
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 飛行機 は大連 13：10発 ANA NH904便だが、13：10になっても搭乗が開始されない。30

分くらい遅れて搭乗開始・出発となった。あまり美味しくないランチを食べ、うとうとして 

いると無事 17：30頃成田空港に到着。所定の手続きを経て、M君と別れ帰途につく。 

 今回初めて中国を旅したが、想像していた姿とは全く違う印象であった。大連という街も

大きかったし、それ以外にも中国及び中国人のパワーのすごさに圧倒された。日本人の謙譲

の美徳とは全く異質な、人を押しのけてでも前へ進むのだというバイタリティーを随所に感

じた。 

        

 いくつか驚かされたことをあげると、（本文で述べたものもあるが） 

 １：中国人の若者がほとんど英語を話さない。（英語なら通じると思っていたので・・・） 

 ⇒中国語の会話ができる人が必須（我々は S氏がいた） 

 ２：車が右側通行、歩道が駐車スペース、歩行者優先ではなく車優先社会であること。 

 ⇒横断歩道でも突っ込んでくるので危険。すぐにクラクションを鳴らされる。 

 ３：交通費（タクシー、バス、地下鉄、路面電車等）が非常に安かったこと。 

 ⇒これには助かった。中国から日本に来ると高く感じるのでは。 

 ４：食事が想像以上に美味しく、安かったこと。 

 ⇒ガイドブックやネットで調べておけばきちんとしたそれなりの店に巡り合える。 

 ５：ホテル宿泊費も、安かった。 

 ⇒これも事前調査が必要。（我々の場合は M君が全て手配してくれた） 

 ６：それに比べて、遊園地の入場料・乗り物等の料金が異常に高かったこと。 

 ⇒これにはびっくり。我々の常識では想像もつかないくらいだ。 

 ７：公共交通機関（バス・路面電車）でどんなに混んでいても乗り込むパワー。 

 ⇒運転手や車掌が無理だと叫んでいても強引に乗り込む凄さ。 

 ８：タクシーもそうだが、売り込みのパワーが半端でなく必死。 

 ⇒このチャンスを逃したら、飯の食い上げだという執念。 

 まだまだありそうだけど、これくらいにしておくね。 


